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研究成果の概要： 
わが国の呼吸リハは、呼吸筋、呼吸補助筋を中心とした全身の柔軟性トレーニングである呼吸
コンディショニングが経験的に重視されてきた。息切れを軽減させる手技として国際的に注目
されつつあるが、今回の英国での呼吸リハとの比較で、徒手によるコンディショニングがわが
国の手技の特徴であることを明らかにした。また、欧米と同手技を共有できるように英国施設
と共同で手技の標準化を行った。今後、効果の科学的な検証を英国施設の倫理委員会の承認を
得た後に日英間で開始する予定である。また、ホームページを開設し広く国際的に紹介してい
く。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 2,600,000 900,000 3,500,000 

2008 年度 780,000 270,000 1,050,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,380,000 1,170,000 4,550,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：人間医工学・リハビリテーション科学・福祉工学 
キーワード：リハビリテーション、呼吸リハビリテーション、コンディショニング、COPD、

国際研究者交流、イギリス 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 1990 年代より、欧米において呼吸リハのエ
ビデンスを得るための学術的研究が COPD（慢
性閉塞性肺疾患）を主な対象として開始され
た。現在、欧米の呼吸リハは、強い有用性の
エビデンスが得られた持久力、筋力トレーニ
ングが主体となり行われている。健康関連体
力には、全身持久力、筋力に加えて、身体組
成、柔軟性が関与する。わが国の呼吸リハは、

欧米とは視点が大きく異なり、柔軟性のトレ
ーニングが重視される。これは、特に COPD
では、胸郭を含む全身の筋肉や関節の柔軟性
の低下、呼吸筋の過緊張、短縮などが認めら
れ、これらは呼吸機能の障害をさらに悪化さ
せるため、疲労や呼吸困難が増悪するという
考えに基づくものである。2003 年に呼吸器関
連２学会１協会から共同で発表された呼吸
リハマニュアル―運動療法―では、呼吸法の
トレーニングを含む柔軟性のトレーニング
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がコンディショニングとして初めて位置づ
けられた。ただし、科学的な効果のエビデン
スレベルは委員会委員の経験にもとづく推
奨レベルに止まっている。呼吸コンディショ
ニングは、日本呼吸器学会 COPD ガイドライ
ン英訳要約版に紹介され、欧米からも新しい
研究領域として注目され始めている。 
 
２．研究の目的 
（１）過去の検討における呼吸コンディショ
ニングの呼吸生理学的な効果を明らかにす
る。 
（２）呼吸コンディショニングのサーベイを
国際間で行い、認知度やわが国における手技
との相違点を明らかにする。 
（３）呼吸コンディショニングの手技を標準
化し、英文の web で紹介するとともに、効果
を科学的に明らかにする目的で国際間の多
施設臨床試験を行う。 
 
３．研究の方法 
 
（１）呼吸コンディショニングに関するわが
国の検討 
 研究代表者の施設および文献のデータを
retrospective に検討する。 
（２）呼吸コンディショニングに関するサベ
イ 
 英国研究協力者とともに調査票を作成し、
呼吸リハを専門とする日英の PT を対象に調
査を行う。 
（３）手技の標準化と多施設間臨床試験 
 英国研究協力者とともに日本の手技を主
体とした呼吸コンディショニング法を標準
化する。英文ホームページを作成し、標準化
した手技を閲覧、ダウンロードできるように
する。また、国際間の多施設臨床試験プロト
コールを作成、適切なアウトカム評価法を検
討、英国 PT に手技を指導し、無作為臨床試
験でコンディショニングの効果を検証する。 
 
４．研究成果 
 
（１）呼吸コンディショニングに関する過去
の検討について 
 運動療法を主体として、あるいは運動療法
のみの呼吸リハを行う欧米では、現在でも呼
吸リハは COPD の呼吸機能を改善しないと一
般的に考えられている。検索した範囲では、
わが国では、過去に運動療法群 vs コンディ
ショニングおよび運動療法群のような対照
群をおいてコンディショニングがどのよう
に運動療法の効果に影響を与えるか検証す
る研究は行われていなかった。 
 研究代表者の施設における過去の呼吸リ
ハに関する retrospectiveな解析では(n=31)、
COPD を対象としたコンディショニングを加

えた６週間の包括的呼吸リハプログラムに
より、前後で 1秒量(FEV1)は改善しないが、
肺過膨張の改善(TLC、FRC、RV の減少)を示す
ことが明らかとなった。また、QOL は欧米の
報告と比較してより大きな改善を示してい
た（SGRQ Total スコアで-11.5 ポイント）。
呼吸筋のストレッチが COPD の肺過膨張を改
善することが報告されており(Minoguchi, et 
al. internal medicine 2002)、コンディシ
ョニングには、肺過膨張を軽減させ、さらに
運動時の肺過膨張の増悪を予防する可能性
がある。研究代表者らの解析は、現在米国雑
誌に投稿中である。肺過膨張の改善効果は、
運動中の息切れを軽減する目的で行う気管
支拡張薬吸入で得られる効果と同様である
が、最大吸気量(IC)が変化しない点で薬物療
法との機序が異なることが示唆される。
COPD(n=8)を対象としたコンディショニング
の急性効果を検討した松本ら（総合リハ 
2004）の報告でも、同様に最大吸気量(IC)の
変化を伴わない肺機能の改善効果が報告さ
れている。薬物療法では得られない胸郭の機
械的特性の変化がコンディショニングによ
り得られている可能性が示唆され、薬物療法
との併用による相乗効果も期待できる。 
（２）コンディショニングに関するサーベイ 
 調査対象は、呼吸リハビリテーションを専
門とする理学療法士(RPT)であり、回答率は
日本 47.2%(51/108)、英国 45.7%(32/70)であ
った。呼吸リハビリテーションを実施してい
る疾患は、日本、英国間で COPD(88.2 % vs 
100%；日本 vs 英国)、間質性肺炎(82.4% vs 
80.6%)、肺結核後遺症(27.5 % vs 33.3%)で
差はなかったが、英国では肺炎(94.1% vs 
44.4%)、日本では気管支拡張症(41.2 vs 
94.4%)への呼吸リハの実施頻度が少なかっ
た(p<0.01)。 
 呼吸コンディショニングは日本では 80.4%
の RPT に広く認知されていた。英国では認知
度が低いものの、19.4%の RPT が認知してい
た。呼吸法の指導に関しては両国で高率に指
導されており、動作と呼吸の共調運動(92.2% 
vs 80.6%)も重視されていた。実際に手を触
れて胸郭の可動性を改善させる徒手胸郭圧
迫法の実施頻度は英国では極めて低かった
（図；84.3% vs 11.1%, p<0.01)。 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

4. 手技別呼吸リハビリテーション実施状況　2）徒手胸郭可動域練習
2-a）徒手胸郭圧迫法（スクイージングは除く）
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徒手的な呼吸補助筋、大胸筋、背筋の柔軟性
の改善、体幹の柔軟性を改善させる介入手技
に関しても同様の結果であったが、徒手によ
る呼吸時や運動時の姿勢の改善は英国にお
いても重視され実施されていた(60.8 vs 
61.1%)。一方で、在宅での胸郭や体幹の柔軟
性を維持するための体操の指導は、実施度は
必ずしも高くないが、両国においてほぼ同頻
度で指導が行われていた（胸郭の可動性を維
持・改善させるための体操；47.1% vs 55.6%
など)。 
 わが国の呼吸リハは、全身の柔軟性トレー
ニングにおいて、徒手的な「呼吸コンディシ
ョニング」を重視する点が英国と異なること
が明らかとなった。徒手的な「呼吸コンディ
ショニング」を加えることが COPD の肺過膨
張を軽減させる可能性がある。また、両国に
おいて在宅での柔軟性を維持、改善させる体
操が重視されていたが、英国でどの程度「呼
吸コンディショニング」に関わる要素が含ま
れているか、今後明らかにする必要もある。
本解析結果は第 14 回アジア太平洋呼吸器学
会(APSR；ソウル)で発表予定である。 
 
（３）手技の標準化と多施設間臨床試験 
①呼吸コンディショニングの手技について  
 本研究に参加した施設より「呼吸コンディ
ショニング」手技を抽出し、上記１）２）の
検討結果もふまえ、国内外の多施設間で施行
できるように和文、英文での用語の統一も含
め標準化を行った。「呼吸コンディショニン
グ」は、1)呼吸パターンの修正 a)呼吸法の修
正、b)吸気/呼気比の修正、c)動作と呼吸の
同調性の習得、2)呼吸運動パターンの修正、
a)胸郭可動性の修正、b)呼吸補助筋、腹筋の
柔軟性の改善、c)脊柱の柔軟性、姿勢の改善、
3)全身柔軟性の改善（四肢、体幹筋）の構成
とした。呼吸運動パターンの修正は、PTによ
る徒手的な介入と自宅での胸郭や体幹の柔
軟性を改善・維持させるための体操による構
成とした。アンケート調査では、英国におい
てもストレッチの体操の実施頻度は日本と
同等であったが、実際に英国でのセッション
への参加やディスカッションにおいて、必ず
しも呼吸に特化さたストレッチで構成され
ていない印象を受けた。 
②英国 PT への指導 
 研究協力施設のロンドン大学セントジョ
ージ病院 Garrod 講師ら RPT に実技指導を行
い、実際に COPD 患者に正確に実施できるか
確認した。英国の COPD 患者は日本に比較し
て低体重者が少なかったが、日本の COPD 患
者と同様に胸郭を含む全身の筋肉や関節の
柔軟性の低下を認めた。徒手胸部圧迫法施行
の後は、「呼吸が楽になった」「運動の前に施
行してほしい」などのコメントを患者サイド

から得ることができた。 
③無作為対照試験について 
 中等症以上の COPD 患者を「呼吸コンディ
ショニングおよび運動療法群」、対照群とし
て「呼吸法および運動療法群」の２群に分け、
週２回６週間（全１２セッション）実施とす
る。 
「呼吸コンディショニングおよび運動療法
群」は、(1) 呼吸コンディショニング（20
分）：1)呼吸パターンの修正 a)呼吸法の修正、
b)吸気/呼気比の修正、c)動作と呼吸の同調
性の習得、2)呼吸運動パターンの修正、3)胸
郭可動性の修正（徒手胸部圧迫法）、4)呼吸
補助筋、腹筋の柔軟性の改善、5)脊柱の柔軟
性、姿勢の改善、6)全身柔軟性の改善（四肢、
体幹筋）、(2) 運動療法（40 分）：1)全身持久
力トレーニング a)平地歩行、b)自転車エルゴ
メータ 2)四肢・体幹筋力トレーニング a) 移
動（歩行）に関与する下肢筋群（特に大腿四
頭筋や下腿三頭筋）自重・フリーウェイト、
b)上肢を使用する ADL と関連が大きい筋群
（肩関節周囲筋、肘関節筋群）自重・フリー
ウェイト、(3) ホームプログラム：ストレッ
チを主とした体操、歩行による全身持久力ト
レーニング、「対照群」は(1) 呼吸法の指導：
1)呼吸パターンの修正 a)呼吸法の修正、b)
吸気/呼気比の修正、c)動作と呼吸の同調性
の習得(2) 運動療法（40 分、上記同）、(3) ホ
ームプログラム：歩行による全身持久力トレ
ーニングとした。 
 順天堂大学、東北大学の倫理委員会では本
臨床試験は承認されたが、現在、St George's
病院での倫理委員会の承認を得るために極
めて長い時間を要している。英国での承認を
得た後に、多施設感の研究開始を予定してい
る。 
④英文ホームページの開設 
 今回標準化した「呼吸コンディショニン
グ」手技を、respiratory conditioning とし
て英文ホームページで紹介し、写真解説した
手技をダウンロードできるように平成 21 年
度夏を目標にホームページの開設作業を進
めている。英国でのサーベイ協力者全員が開
設時に URL の連絡を希望しており、今後のさ
らなる国際的な共同研究の展開やわが国の
技術の普及に貢献できる可能性がある。 
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